
大阪市の推移人口年報（令和２年）国勢調査（平成22年）（各年10月１日）
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■ 0～14歳　　■ 15歳～64歳　　■ 65歳以上　　̶ 65歳以上の割合
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■ 0～14歳　　■ 15歳～64歳　　■ 65歳以上　　̶ 65歳以上の割合

6,4226,422
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１　　統計データから見える大正区の状況

（１）大正区の人口に関する状況

約10年の間に約6,900人の人口が減少し、大阪市の中で一番人口の少ない区になって

います。また、65歳以上の高齢者人口が全人口に占める割合は、平成22（2010）年

25.42％で市内５番目に高かったのが、令和２（2020）年では31.91％で西成区、生野

区に次いで３番目になっています。

大正区の地域福祉を取り巻く状況と課題第2章

平成22（2010）年大阪市24区の年齢３区分別人口

令和２（2020）年大阪市24区の年齢３区分別人口
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大正区の将来推計人口・年齢（３区分）別人口

大阪市24区の将来推計人口・年齢（３区分）別人口
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■ 0～14歳　　■ 15歳～64歳　　■ 65歳以上　　̶ 総数

 5,6185,618 5,0025,002 4,4424,442 4,0194,019 3,6073,607

33,31933,319 30,39930,399 26,86026,860 23,12823,128 20,44820,448
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■ 0～14歳　　■ 15歳～64歳　　■ 65歳以上　　̶ 総数

 

 

2025年2025年 2030年2030年 2035年2035年 2040年2040年 2045年2045年

282,358282,358 272,164272,164 261,518261,518 253,259253,259 241,927241,927

1,750,7891,750,789 1,709,1901,709,190 1,630,4831,630,483 1,527,3281,527,328 1,446,0411,446,041

705,156705,156 713,317713,317 746,022746,022 791,823791,823 809,700809,700

2,738,3022,738,302 2,694,6712,694,671 2,638,0222,638,022 2,572,4102,572,410 2,497,6682,497,668

大阪市将来推計人口（令和２年３月推計）

2025年から2045年までの５年ごとの推計人口では、大正区は大阪市の人口減少より

急激に減少していき、また2045年の大正区の人口比率は14歳までの年少人口が約8.4％

（大阪市9.7％）、15歳～ 64歳までの生産年齢人口は約47.7％（大阪市57.9％）、65歳以

上の高齢者人口が約43.8％（大阪市約32.4％）となり、高齢者人口の占める割合が大阪

市全体と比べて高くなっています。
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大阪市将来推計人口（大阪市ホームページより）

※区域内の数値は増減率を示す
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2015年2015年 2025年2025年 2035年2035年2020年2020年 2030年2030年 2040年2040年 2045年2045年

7,3097,309
5,6185,618 4,4424,442 3,6073,607

19,59219,592 19,77619,776 19,48219,482

18,78318,783

38,24038,240

33,31933,319

26,86026,860

20,44820,448

6,3936,393 5,0025,002 4,0194,019

19,96619,966 19,40619,406

19,62919,629

35,98235,982

30,39930,399

23,12823,128

大阪市24区人口増減率（2015⇒2045）

大正区　年齢３区分別の人口推移（2015⇒2045）
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■ 出生　　■ 死亡　　̶ 自然増減

■ 出生　　■ 死亡　　̶ 自然増減

大阪市の推計人口年報平成27年～令和元年（各年10月１日現在）

令和元（2019）年の自然減少率は大阪市が－3.2‰なのに対して、大正区は－8.1‰で、

西成区に次いで市内で２番目に高くなっています。

また、出生率では、大阪市が7.8‰なのに対して、大正区は5.7‰で、こちらも西成区

に次いで市内で２番目に低くなっています。死亡率は大阪市が11.1‰なのに対して、大

正区は13.8‰で、西成区、生野区に次いで３番目に高くなっています。

※ 自然増減率・出生率・死亡率は前年10月１日現在の人口1,000人に対する比率で、単位は‰
（パーミル）です。
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大正区の社会動態（転入数・転出数の推移と社会増減）

大阪市24区の社会動態（転入数・転出数の推移と社会増減）
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大正区の年齢（10歳階級）別社会増減数
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0～9歳　　　10～19歳　　　20～29歳　　　30～39歳　　　40～49歳　　　50～59歳　　　60～69歳　　　70歳以上

大阪市の推計人口年報平成27年～令和元年（各年10月１日現在）

社会動態（転入・転出）については、大阪市は増となっていますが、大正区は減となっ

ています。また、平成29（2017）年から令和元（2019）年の大正区の社会増減の推移では、

増となっていた年代が減少し、令和元（2019）年には40歳代以外のいずれの年代でも減

となっています。特に、０～９歳と20代、30代の減少が目立っています。

（２）津波浸水想定区域図（南海トラフ大地震が発生した場合）（大正区役所調べ）

南海トラフ巨大地震が発生した際に、防潮堤が閉まらず、満潮時であった場合、大正区

内のほぼ全域が浸水被害を受けると想定されています。
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（３）こども・子育てに関する状況
ア　児童虐待件数（大正区役所調べ）

大正区の児童あたりの虐待相談発生率は大阪市24区を大きく上回っています。

なお、平成30年度より、警察署からの照会等を各区での件数に含まなくなったため、

相談件数が減少しています。

また、令和元（2019）年度より、レベルＥ *（要支援）は、現時点で虐待がないと判

断されるケースのため虐待件数に含まれていません。

＊レベルＥ（要支援）：今は虐待なしだが支援が必要なケース。

（参考）　　レベルＥ（要支援）件数　41件（令和２年３月末時点）

　　　　　 泣き声通報 → 調査 → 虐待の事実なし　28件

イ　児童相談件数（大正区役所調べ）

毎年24区の児童相談件数の平均を大きく上回る件数となっています。

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

こども相談センター 6,020件 5,485件 6,316件 6,523件

大阪市24区 5,342件 5,170件 3,415件 3,154件

大正区 308件 460件 196件 128件

児童あたりの児童相談発生率（大正区） 3.3% 5.5% 2.2% 1.5%

児童あたりの児童相談発生率（大阪市24区） 1.4% 1.4% 0.9% 0.9%

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

こども相談センター 15,497件 15,893件 16,814件 17,558件

大阪市24区 15,958件 16,777件 11,997件 11,887件

大正区 805件 765件 1,347件 1,172件

児童あたりの児童相談発生率（大正区） 8.8% 8.5% 15.2% 14.1%

児童あたりの児童相談発生率（大阪市24区） 4.3% 4.5% 3.3% 3.3%
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■ 大正区　　■ 大阪24区

平成30年度より市内７区がモデル区となり実施している、こどもサポートネット事業※４

は大正区では要保護児童対策地域協議会※５の部会として位置づけており、スクリーニン

グ会議※６Ⅱで検討した児童について、相談件数として取り扱っているため大幅な増加と

なっています。

ウ　初めて親となった年齢（大阪市子どもの生活に関する実態調査Ｈ28より）

10代から26歳までに初めて親となった人の割合が大阪市を上回り、若年齢で初めて親

になる人が多いことがわかります。

　 　
４　 学校生活の中で、こどもたちや家庭に教育分野のサポートだけでなく、区役所などの支援制度や身
近な支援が必要な時に、スクールソーシャルワーカー及びこどもサポートネット推進員が小・中学
校と連携し、支援が必要な家庭にさまざまな福祉サービスの提案や、手続きなどの支援を行う事業。

５　 虐待や非行など、さまざまな問題を抱えた児童等の早期発見と適切な保護を目的として、市町村な
どの地方公共団体が児童福祉法にもとづいて設置する協議会。

６　 教育分野などの支援や区役所における支援制度や地域の身近な支援につなげるために、相互に情報
を共有し、支援方針や支援のための役割分担等の協議を行うための会議。

初めて親となった年齢
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89.1689.16 88.5488.54

81.581.5

エ　就学援助費制度（大阪市子どもの生活に関する実態調査Ｈ28より）

「受けている」、「受けていたことがある」の大正区の割合は大阪市24区を上回ってい

ます。大正区の子育て世帯が、大阪市24区と比べ経済的に困窮していることが表れてい

ます。

オ　児童扶養手当受給資格者における手当の受給者の割合 大正区役所庁内資料より（令和２年３月末現在）

児童扶養手当が受給できる基準以下の低所得家庭の割合が大阪市平均より高く、また市

内で８番目に高い割合となっています。

ひとり親家庭の多くが経済的に困窮していることがわかります。

※就学援助とは：経済的な理由により就学が困難な大阪市立小・中学校に通学される児童生徒の
　　　　　　　　保護者に対して援助を行い、義務教育を受けることができるようにする制度

※児童扶養手当とは： ひとり親家庭の児童の養育者などが有資格者となり、有資格者の所得が基準
額以下の場合に手当が支給される制度

就学援助費制度利用状況

大阪市24区の児童扶養手当受給有資格者における受給者の割合
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0
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平成17年度 平成22年度 平成27年度 令和元年度

平成17年度 平成22年度 平成27年度 令和元年度

（人）

大正区の障がい者手帳所持者数

大阪市24区の障がい者手帳所持者数

3,190 3,190 
3,887 3,887 4,280 4,280 4,280 4,280 

489 489 592 592 741 741 801 801 379 379 588 588 828 828 960 960 

112,760 129,340 137,293 138,087 

14,257 18,753 23,925 27,350 
12,351 17,351 27,296 36,122 

■ 身体障がい者手帳所持者　　■ 療育手帳所持者　　■ 精神障がい者保健福祉手帳所持者

■ 身体障がい者手帳所持者　　■ 療育手帳所持者　　■ 精神障がい者保健福祉手帳所持者

（４）経済的困窮者に関する状況
ア　生活保護率（大正区役所調べ、Ｒ２年３月末現在）

（保護率の単位は‰です。53.8‰の場合は1,000人中約53人が生活保護受給者ということを示しています。）

大正区は大阪市内で８番目に保護率が高く、大阪市全体の保護率49.5‰を上回っています。

（５）障がい者に関する状況
ア　障がい者手帳所持者数（大正区役所調べ、大阪市については厚生労働省福祉行政報告令より）

近年の大正区の身体障がい者手帳所持者数の増加は落ち着いていますが、療育手帳は

平成17年度より約1.6倍、精神障がい者保健福祉手帳所持者数は約2.5倍増加しており、

近年も増加傾向にあり大阪市と同様な状況です。

大阪市24区の生活保護率
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必要とされる支援の度合い （高い）（低い）

区分１区分１ 区分５区分５ 区分６区分６区分２区分２ 区分３区分３ 区分４区分４

大正区の障がい福祉サービス等支給決定者の支援区分別人員

大阪市24区障がい福祉サービス等支給決定者の支援区分別人員

709 709 709 
755 755 755 795 795 795 821 821 821 846 846 846 

25,314 25,314 25,314 
27,060 27,060 27,060 28,942 28,942 28,942 

30,690 30,690 30,690 32,738 32,738 32,738 

0

200

400

600

800

1,000
（人）

10,000

20,000

30,000

40,000
（人）

0

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

区分１
区分５ 区分６ 区分なし 合計

区分２ 区分３ 区分４

区分１
区分５ 区分６ 区分なし 合計

区分２ 区分３ 区分４

16 16 16 12 12 12 13 13 13 13 13 13 11 11 11 
108 108 108 121 121 121 124 124 124 114 114 114 116 116 116 

136 136 136 134 134 134 126 126 126 142 142 142 151 151 151 

103 103 103 104 104 104 123 123 123 143 143 143 140 140 140 
71 71 71 71 71 71 78 78 78 73 73 73 77 77 77 117 117 117 123 123 123 119 119 119 

135 135 135 138 138 138 
158 158 158 190 190 190 212 212 212 201 201 201 213 213 213 

イ　障がい者支援区分別認定者数（福祉局データより　各年度４月現在）

障がい福祉サービス等支給決定者数は、令和２年度の大正区は846人、大阪市24区は

32,738人で、平成28年度と比べると大正区は1.19倍、大阪市24区は1.29倍と共に増加

しています。

※区分なし： 居宅介護や生活介護などの介護給付を利用せず、自立訓練、就労移行・継続支援など
の訓練等給付や計画相談支援などのその他の給付のみ給付決定する場合。

－ 15 －



（％）
0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 24.7

　　　　　　　　　　　　　　　　10.8

　　　　　　　　　　　　　8.6

　　　　　　　　5.4

　　　　　　 4.3

　　　　　3.2

　　　　2.2

　　　　2.2

　　　　2.2

　　1.1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　33.3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 24.7

　　　　　　　　　　　　　　　　10.8

　　　　　　　　　　　　　8.6

　　　　　　　　5.4

　　　　　　 4.3

　　　　　3.2

　　　　2.2

　　　　2.2

　　　　2.2

　　1.1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　33.3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　31.8

　　　　　　　　　　　　　　　　　 12.1

　　　　　　　　　　　　　8.7

　　　　　　3.5

　　　　　　　　　　6.5

　　　　　3.3

　　　　　　　4.5

　　　　2.5

　　　1.9

　　　1.9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32.5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　31.8

　　　　　　　　　　　　　　　　　 12.1

　　　　　　　　　　　　　8.7

　　　　　　3.5

　　　　　　　　　　6.5

　　　　　3.3

　　　　　　　4.5

　　　　2.5

　　　1.9

　　　1.9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32.5

■ 大正区　　■ 大阪市24区

（６）大阪市における地域福祉にかかる実態調査（令和元年度）より

ア　地域のたすけあいについて（大正区の割合の高いもの11項目抜粋）

地域の人へ手助けしたことで一番高い割合は、「特にない」が大正区33.3％、大阪市

24区32.5％となっています。

「災害時の手助け」が大正区5.4％、大阪市24区3.5％と、大正区の割合が大阪市24区

より高くなっています。しかし、この「災害時の手助け」「特にない」と「外出や通院の

手伝い」以外のすべての項目において、大正区は大阪市24区より低い割合になっており、

大阪市24区の中で大正区は地域の方へ手助けしたことが少ないことがわかります。

・調査期間：令和元年９月20日から令和元年10月28日
・調査対象：大阪市で住民登録又は外国人登録をしている18歳以上の者から無作為抽出した8,000人

同じ地域にお住いの方に手助けしたこと（過去1年以内）

日常の声かけ

話し相手、相談相手

食事などのおすそわけ

災害時の手助け

ごみ出しの手伝い

買い物の手伝い

子守りやこどもの遊び相手

電球交換などの雑用の手伝い

外出や通院の手伝い

病気のときの看病やお世話

特にない
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（％）
0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20.4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10.8

　　　　　　　　　　　　5.4

　　　　　　　　　4.3

　　　　　　　　　4.3

　　　　　　　3.2

　　　　　　　3.2

　　　　　2.2

　　　1.1

　　　1.1

 0.0

 0.0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20.4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10.8

　　　　　　　　　　　　5.4

　　　　　　　　　4.3

　　　　　　　　　4.3

　　　　　　　3.2

　　　　　　　3.2

　　　　　2.2

　　　1.1

　　　1.1

 0.0

 0.0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20.4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10.8

　　　　　　　　　　　　5.4

　　　　　　　　　4.3

　　　　　　　　　4.3

　　　　　　　3.2

　　　　　　　3.2

　　　　　2.2

　　　1.1

　　　1.1

 0.0

 0.0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21.5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9.7

　　　　　　　　　　　　　　6.8

　　　　　　　　　　4.8

　　　　　　　　　　4.6

　　　　　　　　　　 5.0

　　　　　　　　　　　　5.8

　　　　　　 3.0

　　　　　　2.8

　　　　 2.1

　　　　　　　3.2

　　　　　　　3.0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21.5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9.7

　　　　　　　　　　　　　　6.8

　　　　　　　　　　4.8

　　　　　　　　　　4.6

　　　　　　　　　　 5.0

　　　　　　　　　　　　5.8

　　　　　　 3.0

　　　　　　2.8

　　　　 2.1

　　　　　　　3.2

　　　　　　　3.0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21.5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9.7

　　　　　　　　　　　　　　6.8

　　　　　　　　　　4.8

　　　　　　　　　　4.6

　　　　　　　　　　 5.0

　　　　　　　　　　　　5.8

　　　　　　 3.0

　　　　　　2.8

　　　　 2.1

　　　　　　　3.2

　　　　　　　3.0

■ 大正区　　■ 大阪市24区

地域の方へ手助けしたいと思ったことで一番高い割合は、「災害時の手助け」で大正区

20.4％、大阪市24区21.5％となっています。

「日常の声掛け」が大正区10.8％、大阪市24区9.7％と、大正区の割合が大阪市24区

より高くなっています。しかし、「日常の声掛け」以外のすべての項目において、大正区

は大阪市24区より低い割合になっており、大阪市24区の中で大正区は地域の方へ手助け

したいという意識が低いことがわかります。

同じ地域にお住いの方に対して、手助けしたいと思ったこと（過去１年以内）

災害時の手助け

日常の声かけ

話し相手、相談相手

買い物の手伝い

電球交換などの雑用の手伝い

ごみ出しの手伝い

子守りやこどもの遊び相手

病気のときの看病やお世話

食事などのおすそわけ

食事作りや掃除・洗濯の手伝い

外出や通院の手伝い

特にない

－ 17 －



（％）
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　　　　　　　7.5
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　　　　　　　　9.4
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　　　　　　　　　　　　　　16.5

■ 大正区　　■ 大阪市24区

イ　地域での困りごとについて（大正区の割合の高いもの11項目抜粋）

生活する上で困っていること、悩んでいること、不安なこととして一番高い割合は、「あ

なたやご家族の健康のこと」が大正区49.5％、大阪市24区42.6％、「地震や洪水など災

害のこと」が大正区49.5％、大阪市24区39.6％となっています。次いで「あなたやご家

族の老後のこと」が大正区45.2％、大阪市24区44.5％、「収入や経済的なこと」が大正

区41.9％、大阪市24区36.7％となっています。

「こどもや孫の将来のこと」が大正区17.2％、大阪市24区17.3％、「子育てのこと」

が大正区7.5％、大阪市24区9.4％、「特に困っていること、悩んでいることなどはな

い」が大正区6.5％、大阪市24区13.1％、「仕事のこと」が大正区11.8％、大阪市24区

16.5％、これら４つの項目について大正区は大阪市24区に比べ割合が低くなっています。

しかし、その他７つの項目では大正区は大阪市24区より割合が高く、生活する上で困っ

ていること、悩んでいること、不安なことが多いことがわかります。

生活する上で困っていること、悩んでいること、不安なこと

あなたやご家族の健康のこと

地震や洪水などの災害のこと

あなたやご家族の老後のこと

収入など経済的なこと

社会の仕組み（法律、年金など）
が変わること

地域の治安のこと

こどもや孫の将来のこと

困りごとなどを相談する人が
いないこと

子育てのこと

特に困っていること、悩んでいる
ことなどはない

仕事のこと

－ 18 －



（％）
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　　　　　　　　　　13.3

　　　　　6.7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60.0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29.3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　24.8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　46.0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　37.7

　　　　　　　　　12.4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　31.6
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　　　　　　　　　　14.0

　　　3.4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60.0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29.3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　24.8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　46.0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　37.7

　　　　　　　　　12.4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　31.6

　　　　　　　　　　13.5

　　　　　　　　　　　　　　　　21.9

　　　　　　　　　　14.0

　　　3.4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60.0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29.3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　24.8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　46.0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　37.7

　　　　　　　　　12.4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　31.6

　　　　　　　　　　13.5

　　　　　　　　　　　　　　　　21.9

　　　　　　　　　　14.0

　　　3.4

■ 大正区　　■ 大阪市24区

地域で受ける相談として一番高い割合は、「本人や家族の健康のこと」が大正区53.3％、

大阪市24区60.0％です。

「収入など経済的なこと」が大正区40.0％、大阪市24区29.3％、「子育てのこと」が

大正区40.0％、大阪市24区24.8％、「社会の仕組み（法律、年金など）が変わること」

が大正区20.0％、大阪市24区12.4％、「地域の治安のこと」が大正区20.0％、大阪市24

区13.5％、「こどもや孫の将来のこと」が大正区6.7％、大阪市24区3.4％と、これらの

５つの項目について大正区は大阪市24区と比べて高い割合になっています。その他の６

つの項目では大正区は大阪市24区と比べて低い割合になっています。

地域においてどのような相談を受けることが多いか

本人や家族の健康のこと

収入など経済的なこと

子育てのこと

地域での人間関係のこと

日常の生活のこと（食事づくりなど）

社会の仕組み（法律、年金など）
が変わること

本人や家族の老後のこと

地域の治安のこと

家族の人間関係のこと

地震や洪水などの災害のこと

こどもや孫の将来のこと

－ 19 －
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■ 大正区　　■ 大阪市24区

地域での困りごとなどの相談先として一番高い割合は「家族や親類」が大正区65.6%、

大阪市24区66.3％と最も高く、次いで「友人・知人・近所の人」が大正区38.7％、大阪

市24区45.6％となっています。

「区役所」が大正区20.4%、大阪市24区18.5％、「だれにも相談しない」が大正区

11.8%、大阪市24区10.1％、「障がい者基幹相談支援センターなど」が大正区3.2%、大

阪市24区1.0％と大正区の方が高い割合になっています。しかし、その他の項目では全て

大阪区24区より低くなっており、「相談できない」または、「どこに相談したらいいかわ

からない」状況であることが表れています。

地域で困っていること、悩んでいること、または不安なことを相談できるのは

家族や親族

友人・知人・近所の人

区役所

だれにも相談しない

かかりつけの医師・歯科医師など

福祉サービス事業者

町会・自治会・など地域団体

インターネットの相談サイトなど

障がい者基幹相談支援センターなど

民生委員・児童委員

区社会福祉協議会

地域包括支援センターなど

地域福祉コーディネーター

見守り相談室
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両方とも知っている
21.1%

区の防災計画は知っているが、
地区防災計画は知らない

17.0%

区の防災計画は知らないが、
地区防災計画は知っている

15.7%

両方とも知らない
46.2%

知っている
67.7%

知らない
32.3%

（７）大正区民の地域の防災への意識について
（令和２年度　第１回区民意識調査報告書より）

ア　大正区の防災計画や地区防災計画の認知度（単数回答）

イ　津波の際の避難する建物の認知度（単数回答）

２　　統計データから見える大正区が抱える地域福祉の課題について

（１）人口の減少や高齢化と地域福祉の担い手
人口の減少や高齢化の問題は大正区だけが抱えている問題ではありません。この課題は

４年前の地域福祉ビジョン策定の時も課題となっていますが、その時よりも現状は深刻に

なっています。このままでは将来的（2045年）には1965年のピーク時の半分以下（約

44％）まで人口は減少し、中学校までのこどもの人口も24区中23番目になり、地域の中

心的年代となる生産年齢（15～ 64歳）人口は24区中一番少なくなると見込まれています。
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現在でも、大正区は転入者より転出者のほうが多く、特に20代～ 30代の子育て世代の

転出は顕著になっており、それに伴い０歳～９歳までのこどもの転出も多くなっています。

これまで、地域では「高齢者食事サービス」などを通して高齢者と地域の人々のふれあ

いを深め、閉じこもりを予防する取り組みや、対象者を限定しない集いの場として「ふれ

あい喫茶・サロン活動」、また、子育て層の孤立を防ぎ、地域社会全体で子育てを行う取

り組みとして「子育てサークル」など各小学校区を基盤とした地域福祉の活動が行われて

きました。

しかし、人口の減少や高齢化の流れの中で、地域福祉の担い手の固定化や後継者不足な

どが進んでいます。今後は今以上に後継者となる人を見つけるのが難しくなり、地域の新

たな課題に柔軟に対応することができず、最悪の場合は地域福祉の活動が途絶えることも

考えられます。

（２）未来の担い手
大正区で育ち育てられたこどもたちが立派なおとなとして巣立ち活躍し、やがて、「子

育てなら大正」、「老後を過ごすなら大正」と、現在転出が増えている子育て世代に大正区

で暮らし続けてもらうことで、地域に活気や賑わいをもたらし、その世代が地域の担い手

となって地域を盛り立ててくれることを望んでいます。

大正区では０～ 14歳までのこどもの数が24区中23番目と少なくなっていますが、児

童虐待件数は196件、18歳未満の人口割合で2.2％と大阪市平均の2.4倍と、24区中３番

目に多く、極めて深刻な状況です。

また、初めて親となった年齢も大阪市平均より低い傾向にあり、子育て相談が多い理由

の１つだとも考えられます。就学援助を受けている割合も大阪市平均を上回っており、子

育てだけでなく、経済的な問題を抱えている世帯も多いことがわかります。

（３）経済的困窮だけではない生活困窮
平成20（2008）年に発生したリーマンショック以降、日本でも景気低迷が続いたこと

により安定した終身雇用慣行の変化や非正規雇用の増加などで、経済的な困窮状態に陥る

人々が増加しました。少子高齢化の急速な進展や、単身世帯、ひとり親世帯の増加など家

族構造の変化、地域コミュニティの希薄化が進む中で、社会的孤立と経済困窮が深く重な

り合っています。経済的困窮に至る背景には多様な要因があり、金銭的な支援のみによっ
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て問題が解決するわけではありません。また、貧困の連鎖といった課題も深刻化しています。

大阪市の生活保護の状況は平成24（2012）年度をピークに減少傾向であり、大正区で

も減少傾向にありますが、令和元（2019）年10月現在の生活保護受給率では大正区の受

給率は大阪市平均よりも高く、また、大正区では収入や経済的なことの相談の割合が大阪

市全体と比べて高いことから経済的困窮者が多いことがわかります。

一方、大正区では、地域福祉にかかる実態調査において、「困りごとなどを相談する人

がないこと」や、「だれにも相談しない」と回答した割合が大阪市全体と比べて高いこと

から、困っていても自らＳＯＳを発信しにくい家庭、または、まだ自分たちで何とかでき

ると課題を抱えている家庭、どこに相談をしたらいいのか困っている家庭があると考えら

れます。

（４）災害時への備え
大正区は東と南は木津川、西には岩崎運河、尻無川が流れ、西端は大阪湾に接しています。

区の内部には大正内港があり、区全体が運河に囲まれた島状の地形であることから、これ

まで防潮堤や防潮鉄扉を整備し、高潮などの水害からまちを守ってきました。

一方、地域福祉にかかる実態調査では、「地域の人が生活するうえで困っていること、

悩んでいること、不安なこと」、「同じ地域の方に対して手助けしたいこと」や、「しても

らいたいこと」として「地震や洪水などの災害のこと」の割合が高くなっています。

しかしながら、区民意識調査の結果によれば、自ら避難する意識は高いが、防災計画な

どの認知度は低くなっています。
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